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研究成果の概要（和文）：本研究は、実践文脈で転用可能な地理的な見方･考え方を働かせた世界地誌学習の具
体的なカリキュラムについて、地理学、地理教育学、カリキュラム論の統合的な枠組みから、先行研究や実践事
例を踏まえて単元カリキュラムを開発し、実践及び検証した。開発枠組みの特性である見方・考え方の構造的理
解と本質的な問いのレベルへの変換、各学習活動と汎用性を有する見方・考え方に関する本質的な問いとの接合
について有効性を提示した。学習活動を越えた汎用性のある問いの構造的な連鎖が生徒の見方・考え方の理解や
駆動に作用し、学習活動に埋め込まれた考察の着眼点が可視化され、学習活動の取組や思考への寄与が明らかに
なった。

研究成果の概要（英文）：This research examines a specific curriculum for learning world geography 
that uses geographical perspectives and ways of thinking that can be applied in practical contexts, 
based on previous research and practical examples from an integrated framework of geography, 
geography pedagogy, and curriculum theory. Based on this, a unit curriculum was developed, put into 
practice, and verified. The effectiveness of the development framework is suggested in terms of 
structural understanding of perspectives and ways of thinking, converting them to the level of 
essential questions, and connecting each learning activity with essential questions regarding 
versatile views and ways of thinking.

研究分野：教育学、教科教育学、初等中等教育学

キーワード： 地理的な見方･考え方の駆動　実践的・実証的カリキュラム開発　見方・考え方の構造的理解　本質的な
問いのレベルへの変換　汎用性のある問いの構造的な連鎖　考察の着眼点の可視化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで地理的な見方・考え方を構成する概念については学術的に検討されていたが、実践文脈に援用可能な駆
動や実装については検討されていなかった。また、学習指導要領の改訂により見方・考え方の駆動によるカリキ
ュラム開発は喫緊の臨床的課題であった。本研究はこのような学術的・実践的課題に挑戦し、先行研究や実践事
例を踏まえ新たな開発枠組みを提示するとともに単元モデルを開発し、その有効性を実証的に明らかにした。本
研究で得られた知見は、学校現場に対するコンサルテーションや教師による開発及び省察の視点として援用が可
能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 世界地誌学習は、中学校社会科地理的分野において、生徒の世界認識を育成する主要な学習で
あるが、昭和 33（1958）年版学習指導要領に登場して以降、地誌的知識を過度に重視する傾向
にあるとの課題が指摘され続けている。平成 29（2017）年版学習指導要領では、内容項目につ
いて資質・能力の枠組みにより整理のうえ提示されるとともに、地理的な見方・考え方の駆動に
よる資質・能力の育成が求められている。これにより地誌的知識と地理的な見方･考え方との融
合による、新たなカリキュラム開発が期待されている。しかし、令和３（2021）年度の全面実施
を前に、議論は端緒についたばかりで、地理的な見方･考え方を構成する概念の整理に留まって
いる。他方で、地理学の原理に基づく学術的な議論は現場教師には難解であり、具体的なカリキ
ュラム開発とその提示が喫緊の臨床的課題となっている。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、実践文脈で転用可能な地理的な見方･考え方を働かせた世界地誌学習の具体的なカ
リキュラムについて、地理学、地理教育学、カリキュラム論の統合的な枠組みから、先行研究や
実践事例を踏まえて、単元カリキュラムを開発し、実践及び検証することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 本地理的な見方・考え方を働かせたカリキュラム開発に関する原理や実践状況の整理を目
的に、地理学、地理教育学、カリキュラム論の枠組みから、文献調査や実践事例の収集を行う。
また、地理的な見方・考え方を働かせたカリキュラム開発に関する授業観察や中学校社会科教師
を対象に調査を行う。 
 
(2) (1)により明らかにした地理的な見方・考え方を働かせたカリキュラム開発に関する原理や
実践状況の整理をもとに、地理的な見方・考え方に関する概念の解釈とそれを踏まえた目標や単
元構想、指導計画等のカリキュラムへの具体的実装を行う。 
 
(3) 開発した単元カリキュラムについて、量的・質的分析によりその特性や有効性について解析
及び考察を行い、得られた研究成果を整理・発表する。また、これらの参考点を学校におけるコ
ンサルテーションにおいて活用するとともに、単元や分野を越えた汎用性のある資質・能力の育
成への援用について検討する。 
 
４．研究成果 
(1) 社会科地理的分野における見方・考え方である「位置や分布」、「場所」、「人間と自然環境と
の相互依存関係」、「空間的相互依存作用」、「地域」について、概念の考察とともに、カリキュラ
ムの在り方について、実際の公開授業における単元「世界各地の人々の生活と環境」の事例分析
を通じて検討した。学習指導要領や地理教育国際憲章、アメリカ地理学会と全米地理教育協議会
による「地理教育ガイドライン」、日本学術会議による分野別の大学教育における教育課程編成
上の参照基準の地理学における議論を基に考察し、とりわけ「場所」に関する見方・考え方につ
いて、自然的にも人文的にも多様な特徴に着眼し、人間と場所の相互依存関係を理解するための
基礎となることを整理した。一方、カリキュラムの在り方については、実際に公開された授業案
を基にした事例分析により、概念の解釈とそれを踏まえた目標や単元構想、指導計画等のカリキ
ュラムへの具体的実装の重要性が明確になった。また、「地理教育ガイドライン」における中・
高等学校課程の学習目標の基礎的な視点を、カリキュラム展開に援用することで、見方・考え方
をより鋭敏に働かせて深い学びを導き、資質・能力向上への寄与が期待されることが明らかとな
った。 
 
(2) (1)を踏まえ、地理的な見方・考え方の構造モデルを検討した。地理的見方・考え方につい
ては，教師にとり専門性が高く，概念の解釈が困難であることが指摘されていた。また学習指導
要領では，地理的な見方・考え方について並列的に示され，相互関係が説明されていない。そこ
で，先行研究における議論をもとに各概念の関係性を検討し，図１に示す構造モデルを作成した。
これを基に地理的な見方・考え方を構造的に理解し，単元カリキュラムへの実装に有効であるこ
とが明らかになった。世界地誌学習では，「空間的相互作用」と「地域」の見方・考え方に着目
し，世界各州の地誌的特色を大観したうえで，地域的課題の関連について考察を求めている。し
かしながら，単に「空間的相互作用」と「地域」の見方・考え方を駆動させるのではなく，それ
らの基盤にある「位置や分布」，「場所」等の他の見方・考え方との関係性に留意して，単元カリ
キュラムに実装する必要性を指摘した。 
 
(3) 地理的な見方・考え方の問いのレベルへの変換について検討した。５つの見方・考え方の単 
元カリキュラムへの実装にあたり，地域的特色や課題を考察する際の本質的な問いとして，見 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 地理的な見方・考え方の構造モデル 
 

表１ 地理的な見方・考え方に関する本質的な問い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方・考え方を問いのレベルに変換し，生徒に駆動を求める必要がある。そこで，先行研究を参考
に，地理的事象に対する着眼や考察に向かう視点として，「それはどこに位置するのか」，「それ
はどのように分布するのか」等，11 の地理的な見方・考え方に関する本質的な問いを表１のと
おり整理した。そのうえで単元カリキュラムの開発では，単元において育成を目指す資質・能力
や取扱う内容との関連から，単元及び各授業時間において適用させる見方・考え方に関する本質
的な問いを検討し，具体的な学習活動との接合を検討しながら単元カリキュラムに構造的に実
装させることの有効性が明らかになった。 
 
(4) 得られた知見を踏まえて、地理的な見方・考え方を働かせたモデル単元の開発について検討
した。表２は世界地誌学習「アフリカ州」における見方・考え方を働かせた単元カリキュラムで
ある。例えば，アフリカ州の第１時，アフリカ州の地形や気候について考察する授業場面では， 
 

表２ 見方・考え方を働かせた単元カリキュラム（アフリカ州） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「それはどこに位置するのか」や「それはどのように分布するのか」といった「位置や分布」の
見方・考え方を選択し，授業の冒頭において，アフリカ州に対する地理的な着眼や考察に向かう
視点として提示した。 
 
(5) 開発した単元カリキュラムについて授業実践を行うとともに量的分析と質的分析を交え、
実証的に検討した。授業実践については、A 市立 B 中学校第１学年（単学級）32 人を対象に，
202X 年 10 月に，ヨーロッパ州，アフリカ州の順に実施した。表３は、見方・考え方の駆動に関
する生徒の自己認識について，事前，ヨーロッパ州学習後，アフリカ州学習後における質問紙調
査の分析結果の概要である。また、表４は、単元ポートフォリオにおける見方・考え方に関する
省察記述についての質的分析の結果である。これらにより、見方・考え方の構造的理解と本質的
な問いのレベルへの変換を基盤に，各学習活動と汎用性をもった見方・考え方に関する本質的な
問いとの接合といった，本研究のカリキュラムの開発枠組みの有効性が示された。学習活動を越
えた汎用性のある問いの構造的な連鎖が生徒の見方・考え方の理解や駆動に作用するとともに，
学習活動に埋め込まれた考察の着眼点が問いにより可視化され，学習活動への取組や思考への
寄与が明らかになった。 
 

表３ 地理的な見方・考え方に関する自己認識 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表４ 省察記述のコーディング 

 
 
(6) 本研究で得られた知見に基づくコンサルテーションや単元や分野を越えた援用について検
討した。コンサルテーションにおいては、単元カリキュラム開発時に単元モデル例を提示し、単
元や本時における本質的な問いの学習活動への実装について解説のうえ協働的に検討するとと
もに、授業実践参観後には参考点の視点から省察を促した。汎用性のある資質・能力の育成につ
いては、地理的な見方・考え方と地理的な思考力・判断力・表現力との関連性に着目し、他の単
元におけるカリキュラム開発と授業実践に応用した。これらにより、カリキュラム開発前後にお
ける参考点活用の有効性や単元等を越えた資質・能力の育成に関する知見を得た。今後もコンサ
ルテーションや教師による単元開発及び省察の視点として援用し、授業実践の伴走者として支
援を継続する。 
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